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１．男女の意識について 

 「男は仕事、女は家庭」という考え方について  

「男は仕事、女は家庭」という考え方（固定的性別役割分担意識※）に「同感しない」人は、着実に増加。 

 全体  

● 全体では、「同感しない」が 56.7％で、昭和62 年以降増加しており、前回調査（52.1％）と比較すると 4.6 ポイン
ト増加しています。一方、「同感する」は 6.4％で、前回調査（8.8％）と比較すると 2.4 ポイント減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 性別  

● 性別でも、男女ともに「同感しない」が最も高く、女性 59.7％、男性 53.1％と着実に増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※固定的性別役割分担意識とは、 

「男は仕事、女は家庭」というように、性別を理由として役割を固定的に考えることです。 

令和元年（n=1,082）

平成26年（n=1,289）

平成21年（n=1,043）

平成16年（n=1,511）

平成11年（n=1,560）

平成7年（n=1,592）

昭和62年（n=2,952）

6.4

8.8

12.1

12.2

14.0

10.0

20.0

56.7

52.1

45.3

43.7

40.0

35.0

34.0

34.6

34.9

38.4

40.0

45.0

47.0

44.0

1.2

2.4

1.5

2.2

1.0

8.0

1.0

1.2

1.9

2.8

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

同感する 同感しない どちらともいえない わからない 無回答

女性 ・ 令和元年（n=658）

女性 ・ 平成26年（n=755）

女性 ・ 平成21年（n=575）

男性 ・ 令和元年（n=399）

男性 ・ 平成26年（n=503）

男性 ・ 平成21年（n=464）

5.2

6.9

9.9

8.0

12.1

14.4

59.7

54.2

45.9

53.1

49.3

44.6

33.3

34.8

39.7

37.6

36.4

37.1

1.5

2.8

1.9

0.8

1.8

1.1

0.3

1.3

2.6

0.5

0.4

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

同感する 同感しない どちらともいえない わからない 無回答
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 男女の地位の平等感について  

「社会全体」において「平等である」と回答した割合は 13.9％であり、前回調査（14.4％）とほぼ変わらないが、 
「職場」において「平等である」と回答した割合は24.6％と、前回調査（19.6％）と比較すると5.0ポイント増加。  

● 「平等である」と回答した割合は、「学校教育の場」が 55.5％で最も高くなっています。 
● 「男性の方が優遇されている（計）※」は、「政治の場」と「社会通念・慣習・しきたり」で７割を超えています。 

※「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合算したもの。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和元年（n=1082）

平成26年（n=1289）

令和元年（n=1082）

平成26年（n=1289）

令和元年（n=1082）

平成26年（n=1289）

令和元年（n=1082）

平成26年（n=1289）

令和元年（n=1082）

平成26年（n=1289）

令和元年（n=1082）

平成26年（n=1289）

令和元年（n=1082）

平成26年（n=1289）

13.3

14.1

12.7

17.8

1.7

2.0

32.2

30.1

9.9

9.5

21.8

21.9

11.4

12.1

45.6

44.8

42.5

43.3

13.6

11.9

41.0

41.4

32.0

30.5

51.5

52.2

57.1

57.4

26.6

25.3

24.6

19.6

55.5

61.2

11.9

12.3

29.6

34.4

11.3

11.8

13.9

14.4

5.0

5.7

5.2

5.0

3.5

3.3

0.9

1.0

6.2

5.4

1.8

1.8

4.3

3.1

0.8

1.5

0.9

0.4

0.1

0.2

0.2

0.3

1.1

1.7

0.4

0.6

0.2

0.6

5.3

5.0

8.8

8.5

18.8

15.4

9.7

9.9

15.2

13.2

9.1

7.1

9.6

7.8

3.4

3.6

5.4

5.4

6.9

6.0

4.1

4.9

6.0

5.4

4.1

4.6

3.5

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

家庭生活

職場

学校教育の場

政治の場

法律や制度の上

社会通念・慣習
・しきたり

社会全体
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２．ドメスティック・バイオレンス（配偶者・恋人間の暴力）について 

 配偶者や恋人など親密な関係にある人との間の被害（DV 被害）の経験  

一度でも被害を受けたことがあるＤＶ被害経験者は 4 割。 
● 身体的・精神的・性的・経済的・社会的暴力のいずれかの暴力を1度でも受けたことがあるＤＶ被害経験者は、全体

では 40.2％となっており、前回調査（37.9％）と比較すると 2.3 ポイント増加しています。 
● 「DV 被害経験がある」女性の割合は 45.3％となっており、前回調査（42.1％）と比較すると 3.2 ポイント増加して

います。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 形態別  

● 形態別では、「経験あり（計）※」は「精神的暴力」が 32.2％で最も高く、次いで「身体的暴力」が 20.3％、「経済
的暴力」が 12.3％となっています。 

※「経験あり（計）」は、「何度もあった」と「1 、2 度あった」を合算したもの。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

身体的暴力 20.3

精神的暴力 32.2

性的暴力 10.6

経済的暴力 12.3

社会的暴力 11.5

経験
あり

（計）

4.2

10.1

3.0

4.2

3.6

16.1

22.1

7.6

8.1

7.9

76.0

64.2

84.3

84.0

83.5

3.8

3.6

5.2

3.7

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

何度もあった 1 、2 度あった まったくない 無回答
（N = 1,082）

  全体（n=1,082）

女性（n=658）

男性（n=399）

  全体（n=1,289）

女性（n=755）

男性（n=503）

40.2

45.3

31.3

37.9

42.1

32.2

59.8

54.7

68.7

62.1

57.9

67.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

DV被害経験がある 経験なし、または無回答

令和元年度

平成26年度
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 DV 被害を誰（どこ）に相談したか  

● 全体では、「誰（どこ）にも相談しなかった」割合が 69.5％で最も高く、次いで「友人・知人」が 21.0％、「家族や親
戚」が 17.1％となっています。 

● 前回調査と比較すると、「誰（どこ）にも相談しなかった」割合は、4.4 ポイント減少し、「友人・知人」、「家族や親戚」
に相談した割合はそれぞれ 3.0 ポイント、4.3 ポイント増加しています。 

 令和元年度  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 平成 26 年度  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

％

誰
（
ど
こ
）
に
も
相
談

し
な
か
っ
た

友
人
・
知
人

家
族
や
親
戚

警
察

民
間
の
専
門
家
や
専
門

機
関
（
弁
護
士
、
被
害

者
支
援
団
体
な
ど
）

医
療
関
係
者
（
医
師
、

看
護
師
、
助
産
師
な

ど
）

69.5

21.0
17.1

3.6
1.7 1.4

62.5

25.1
22.3

3.8
2.1 1.7

85.6

11.0

5.1 3.4
0.8 0.8

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100 全体（n=420）

女性（n=291）

男性（n=118）

％

誰
（
ど
こ
）
に
も
相
談

し
な
か
っ
た

友
人
・
知
人

家
族
や
親
戚

医
療
関
係
者
（
医
師
、

看
護
師
、
助
産
師
な

ど
）

警
察

民
間
の
専
門
家
や
専
門

機
関
（
弁
護
士
、
被
害

者
支
援
団
体
な
ど
）

73.9

18.0

12.8

2.0 1.5 0.9

67.3

22.7

17.3

2.0 2.3 1.3

86.4

9.7

3.9 1.9 0.0 0.0
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100 全体（n=460）

女性（n=300）

男性（n=154）
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 DV 被害を相談しなかった理由  

DV 被害を相談しなかった理由は、「相談するほどのことではないと思ったから」が約５割。  
● 全体では、「相談するほどのことではないと思ったから」が 48.6％と高く、次いで「相談してもむだだと思ったから」が

36.3％、「自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから」が 34.6％となっています。 

 令和元年度  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 平成 26 年度  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

％

相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い

と
思
っ
た
か
ら

相
談
し
て
も
む
だ
だ
と
思
っ
た
か

ら 自
分
さ
え
が
ま
ん
す
れ
ば
、
な
ん

と
か
こ
の
ま
ま
や
っ
て
い
け
る
と

思
っ
た
か
ら

自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と

思
っ
た
か
ら

他
人
を
巻
き
込
み
た
く
な
か
っ
た

か
ら

48.6

36.3 34.6
33.2

15.4

47.8

36.8
32.4

28.6

17.0

50.5

36.6 37.6
39.6

13.9

0

10

20

30

40

50

60

70

80 全体（n=292）

女性（n=182）

男性（n=101）

％

相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い

と
思
っ
た
か
ら

自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と

思
っ
た
か
ら

自
分
さ
え
が
ま
ん
す
れ
ば
、
な
ん

と
か
こ
の
ま
ま
や
っ
て
い
け
る
と

思
っ
た
か
ら

相
談
し
て
も
む
だ
だ
と
思
っ
た
か

ら 他
人
を
巻
き
込
み
た
く
な
か
っ
た

か
ら

45.0

36.5

31.2
29.7

16.5

43.1

33.2 34.2

27.7

17.3

46.6

41.4

27.1

32.3

15.0

0

10

20

30

40

50

60

70

80 全体（n=340）

女性（n=202）

男性（n=133）
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３．性暴力について 

 性暴力被害の経験  

一度でも性暴力被害を受けたことのある女性は 1 割超。 

⚫ 女性では、「1 人からあった」が 8.1％、「2 人以上からあった」が 3.2％となっており、合計で 11.3％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

％

誰
（
ど
こ
）
に
も
相
談
し
な
か
っ
た

友
人
・
知
人

家
族
や
親
戚

警
察

職
場
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
関
係
者
（
上
司
、

同
僚
、
部
下
、
取
引
先
な
ど
）
に
相
談
し

た

66.2

20.3

10.8

2.7 2.7

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100
女 性 (n=74)

恥
ず
か
し
く
て
誰
に
も
言
え
な
か
っ
た
か

ら そ
の
こ
と
に
つ
い
て
思
い
出
し
た
く
な

か
っ
た
か
ら

相
談
し
て
も
む
だ
だ
と
思
っ
た
か
ら

自
分
さ
え
が
ま
ん
す
れ
ば
、
な
ん
と
か
こ

の
ま
ま
や
っ
て
い
け
る
と
思
っ
た
か
ら

誰
（
ど
こ
）
に
相
談
し
て
よ
い
の
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
か
ら

59.2

26.5 26.5
24.5

22.4

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100
女 性 （n=49）

％

性別

  全  体 1,082

女性 658

男性 399

5.0

8.1

2.1

3.2

0.5

87.4

83.7

93.7

5.5

5.0

5.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１人からあった ２人以上からあった まったくない 無回答

 性暴力被害を誰（どこ）に相談したか  

性暴力被害を「誰（どこ）にも相談しなかった」と
回答した女性は、3 人に 2 人。  
⚫ 女性では、「誰（どこ）にも相談しなかった」が

66.2％となっています。 
⚫ 「友人・知人」と回答した女性は 20.3％となって

います。 
 

 性暴力被害を相談しなかった理由  

性暴力被害を相談しなかった理由は、「恥ずかしくて
誰にも言えなかったから」が約６割。  
⚫ 女性では、「恥ずかしくて誰にも言えなかったから」が

59.2％と最も高くなっています。 
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４．女性の活躍について 

 女性の就業について  

「結婚や出産にかかわらず仕事をもち続けた方がよい」は５割を超え、前回と比較して大幅に増加。  
● 全体では「結婚や出産にかかわらず仕事をもち続けた方がよい」が 55.1％となっており、前回調査（45.6％）と比較

すると 9.5 ポイント高くなっています。また、「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事をもつ方がよい」は
22.0％となっており、前回調査（33.9％）と比較すると、11.9 ポイント減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 女性の就業継続に必要なこと  

女性の就業継続に必要なことは「女性が働くことに対し、家族や周囲の理解と協力があること」が６割超。  
● 全体では「女性が働くことに対し、家族や周囲の理解と協力があること」が 62.8％で最も高く、次に「育児や介護のため

の施設（保育所、介護施設など）を充実すること」が 53.7％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
  

  全体（n=1,082）

女性（n=658）

男性（n=399）

  全体（n=1,289）

女性（n=755）

男性（n=503）

55.1

56.5

52.9

45.6

47.3

43.1

1.8

1.4

2.5

4.4

3.8

5.2

3.2

2.0

5.5

5.2

4.4

6.6

22.0

22.3

21.8

33.9

33.4

34.6

0.3

0.3

0.3

0.5

0.4

0.8

8.4

8.8

7.5

5.0

5.3

5.0

4.3

4.4

4.3

2.9

3.0

2.6

4.9

4.3

5.3

2.3

2.4

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

結婚や出産にかかわらず仕事をもち続けた方がよい 結婚するまでは仕事をもつ方がよい

子どもができるまでは、仕事をもつ方がよい 子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事をもつ方がよい

仕事をもたない方がよい その他

わからない 無回答

令和元年度

平成26年度

％

女
性
が
働
く
こ
と
に
対
し
、
家

族
や
周
囲
の
理
解
と
協
力
が
あ

る
こ
と

育
児
や
介
護
の
た
め
の
施
設

（
保
育
所
、
介
護
施
設
な
ど
）

を
充
実
す
る
こ
と

育
児
や
介
護
の
休
業
利
用
者
が

不
利
な
扱
い
を
受
け
ず
、
身
分

保
障
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
や
契
約

社
員
・
派
遣
社
員
な
ど
の
労
働

条
件
を
よ
く
す
る
こ
と

給
与
、
昇
格
、
昇
進
の
面
な
ど

で
性
別
に
よ
る
格
差
を
な
く
す

こ
と

62.8

53.7

31.5 30.0

21.9

65.5

53.6

31.2
33.0

21.4

59.9
54.6

32.8

25.3 23.1

0

10

20

30

40

50

60

70

80
全体（n=1,082）

女性（n=658）

男性（n=399）
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５．仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 

 現在の生活の中での希望の優先度と現実の優先度について  

希望と現実で最も差がみられたのは「仕事」。  
● いずれの性別でも希望と現実で最も差がみられたのは「仕事」となっており、女性は 17.5 ポイント、男性は 29.3 ポイン

トとなっています。 
● 現実に「仕事」を優先していると回答した男性は、34.6％となっており、前回調査（25.4％）と比較すると 9.2 ポイン

ト増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

希望・女性（n=658）

現実・女性（n=658）

希望・女性（n=755）

現実・女性（n=755）

希望・男性（n=399）

現実・男性（n=399）

希望・男性（n=503）

現実・男性（n=503）

0.9

18.4

1.6

18.7

5.3

34.6

4.2

25.4

26.6

33.1

20.8

29.5

15.5

14.5

16.9

15.7

3.3

1.7

4.1

4.4

4.5

6.0

4.0

7.0

22.0

20.2

22.8

15.5

30.1

16.8

24.3

16.1

3.2

2.4

2.5

3.3

5.0

3.8

3.6

6.2

13.5

8.4

13.9

11.7

9.3

4.3

13.7

11.5

18.2

4.6

15.0

6.0

20.3

8.5

14.9

7.2

5.0

2.4

6.6

4.0

2.8

5.2

2.1

2.1

5.0

5.3

1.3

2.5

4.0

4.8

5.0

6.7

7.7

5.7

4.8

6.3

9.3

6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「仕事」 「家庭生活」

「地域・個人の生活」 「仕事」と「家庭生活」

「仕事」と「地域・個人の生活」 「家庭生活」と「地域・個人の生活」

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」 考えたことがない

わからない 無回答

令和元年度

平成26年度

令和元年度

平成26年度

希望 現実 差 希望 現実 差
「仕事」 0.9 18.4 17.5 5.3 34.6 29.3

「家庭生活」 26.6 33.1 6.5 15.5 14.5 1.0

「地域・個人の生活」 3.3 1.7 1.6 4.5 6.0 1.5

「仕事」と「家庭生活」 22.0 20.2 1.8 30.1 16.8 13.3

「仕事」と「地域・個人の生活」 3.2 2.4 0.8 5.0 3.8 1.2

「家庭生活」と「地域・個人の生活」 13.5 8.4 5.1 9.3 4.3 5.0

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」 18..2 4.6 13.6 20.3 8.5 11.8

考えたことがない 5.0 2.4 2.6 4.0 2.8 1.2

わからない 2.1 2.1 0.0 1.3 2.5 1.2

無回答 5.0 6.7 1.7 4.8 6.3 1.5

女性 男性＜令和元年度調査　希望と現実の比較表＞
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 男性が育児・介護休業をとることについて  

「男性も育児・介護休業を取ることは賛成だが、現実には取りづらいと思う」が６割半ば。  
● 全体で最も高い「男性も育児・介護休業を取ることは賛成だが、現実には取りづらいと思う」（66.1％）は、前回調

査（65.7％）とほぼ同じとなっています。 
● 男性で「男性も育児・介護休業を積極的に取るべきである」と回答した方は、28.3％であり、前回調査（21.5％）と

比較すると、6.8 ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 男性が育児・介護休業を取りづらいと思う理由  
 

● 「取ると、仕事で周囲の人に迷惑がかかる」、「職場に取りやすい雰囲気がない」、「男性が取ることについて、社会全体
の認識が十分にない」がそれぞれ３割を超えています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）とは 

「国民一人ひとりがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、

家庭や地域生活などにおいても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様な

生き方が選択・実現できる社会」のことです。 

（仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章より） 

  全体（n=1,082）

女性（n=658）

男性（n=399）

  全体（n=1289）

女性（n=755）

男性（n=503）

23.2

20.4

28.3

20.3

19.2

21.5

66.1

68.4

63.2

65.7

66.9

64.7

2.5

3.3

1.3

3.6

3.2

4.2

1.7

1.7

1.3

1.9

1.6

2.4

6.6

6.2

6.0

8.5

9.1

7.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性も育児・介護休業を
積極的に取るべきである

男性も育児・介護休業を取ることは
賛成だが、現実には取りづらいと思う

育児・介護は女性がするべきであり、
男性が休みを取る必要はない

その他 無回答

令和元年度

平成26年度

％

取
る
と
、
仕
事
で
周
囲

の
人
に
迷
惑
が
か
か
る

職
場
に
取
り
や
す
い
雰

囲
気
が
な
い

男
性
が
取
る
こ
と
に
つ

い
て
、
社
会
全
体
の
認

識
が
十
分
に
な
い

仕
事
が
忙
し
い

過
去
に
周
囲
の
男
性
で

取
っ
た
人
が
い
な
い

35.2 33.3
31.2

21.8
18.2

32.2 32.7 32.0

19.1
18.4

40.9
33.3

31.0
27.4

18.3

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90
全体（n=715）

女性（n=450）

男性（n=252）
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６．地域活動について 

 どのような地域活動を行っているかについて  

● 全体では、「参加していない」と回答した割合は 45.1％となっており、前回調査（44.0％）と比較してもほぼ変わらな
い結果となっています。 

● 「PTA 活動」と回答した割合は、女性で 17.6％、男性で 7.8％となっており、前回調査と比較するとそれぞれ 4.5 ポイ
ント、3.0 ポイント増加しています。 

 令和元年度  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 平成 26 年度  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

％

参
加
し
て
い
な
い

自
治
会
・
町
内
会
等
の

活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
市
民
活
動

子
ど
も
会
な
ど
の
青
少

年
育
成
活
動

45.1

30.8

14.0

6.9 5.8

47.0

28.0

17.6

6.8
5.9

42.4

34.8

7.8 6.8
5.5

0

10

20

30

40

50

60

70 全体（n=1,082）

女性（n=658）

男性（n=399）

％

参
加
し
て
い
な
い

自
治
会
・
町
内
会
等
の

活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

青
年
団
体
・
女
性
団

体
・
老
人
団
体
等
の
活

動 Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
市
民
活
動

44.0

32.7

9.6
7.1 6.2

44.4

29.9

13.1

7.5
6.2

43.5

37.0

4.8 5.6 6.0

0

10

20

30

40

50

60

70 全体（n=1,289）

女性（n=755）

男性（n=503）
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男女共同参画社会づくりのための意識調査 
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発  行   大分県 生活環境部 県民生活・男女共同参画課 
住  所   〒８７０－００３７ 

大分県大分市東春日町１番１号 Ｎｓ大分ビル１階 
電  話   ０９７－５３４－２０３９ 
E - m a i l   oita-sankaku@pref.oita.lg.jp 

〔調査概要〕 

○ 調査対象：県内に居住する１８歳以上の男女３，０００人 

○ 調査期間：令和元年９月１７日～１０月７日 

○ 回収状況：有効回収数１，０８２人（有効回収率３６．１％） 

女性６５８人、男性３９９人、 

○ 調査方法：郵送による配布・回収 


